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シートの構成内容

1. 服薬状況

2. 副作用の状況

3. その他（自由記載欄）

※ 副作用の評価はCTCAEまたは

自由記載で評価する。





“ フォローアップシート 抗がん薬 ”

（Excelファイルとしてダウンロード可能）
URL：https://www.kyotofuyaku.or.jp/khp/pharmacy/



抗がん薬の種類に応じて、該当する

フォローアップシートを選択し、

副作用をカスタマイズして利用する。



該当するフォローアップシートがない場合、

いずれかのフォローアップシートを選択し、

カスタマイズして作成する。（後述）



例）細胞障害性抗がん薬の場合

「細胞障害性抗がん薬」のボタンを

クリックする。

クリック





細胞障害性抗がん薬用のフォローアップシートでは、

・発熱 ・呼吸困難 ・出血 ・倦怠感 ・食欲不振

・嘔吐 ・味覚障害 ・下痢 ・口内炎 ・発疹

の10項目が評価項目として、予め選択されている。



副作用の項目の部分をクリックし、

プルダウンから副作用を選択すると･･･

クリック



“発熱” から ”手足症候群”

に変更。それに伴い、

評価内容も自動変換される

副作用項目をカスタマイズすることが可能。

副作用項目を、変更、追加、削除することで、患者背景や使用する

抗がん薬に応じたシートを独自で作成することができる。



【選択ボタンを押してもフォローアップシートが表示されない場合】

① 左上の「ファイル」を

クリックする。

② 「オプション」をクリック

する。（続く）



【選択ボタンを押してもフォローアップシートが表示されない場合】

③ 「セキュリティセンター」➡

「セキュリティセンターの設定」

の順にクリックする。

④ 「マクロの設定」をクリック

する。（続く）



【選択ボタンを押してもフォローアップシートが表示されない場合】

⑤ 「警告を表示してすべてのマクロを無効にする」に設定を変更し、Excelファイルを

一旦閉じる。再度ファイルを開き、「コンテンツの有効化」を選択する。（設定完了）

設定後、一旦ファイルを閉じ、再度ファイルを開く。



例）VEGF阻害薬の場合も同様

ベバシズマブ、ラムシルマブなどを含む場合、

「VEGF阻害薬」のボタンをクリック。

クリック



VEGF阻害薬用のフォローアップシートでは、

・発熱 ・呼吸困難 ・倦怠感 ・出血

・発疹 ・高血圧 ・蛋白尿

の7項目が評価項目として、予め選択されている。



“発熱” から ”悪心”

に変更。それに伴い、

評価内容も自動変換される

前述と同様に、副作用項目を、変更、追加、削除することで、

患者背景や使用する抗がん薬に応じたシートを作成することができる。



複数種類の抗がん薬を併用している場合、該当するフォローアップ

シートのいずれかを選択し、各薬剤に特徴的な有害事象を選択する。



例）Bevacizumab+mFOLFOX6 （ベバシズマブ＋オキサリプラチン+フルオロウラシル）

• ベバシズマブ：VEGF阻害薬

• オキサリプラチン：細胞障害性抗がん薬

• フルオロウラシル：細胞障害性抗がん薬

いずれかを選択し、

シートをカスタマイズする

➡
細胞障害性抗がん薬 または VEGF阻害薬の

いずれかのシートを選択し、副作用項目を

カスタマイズして利用する。



“ フォローアップシート オピオイド ”

（Excelファイルとしてダウンロード可能）
URL：https://www.kyotofuyaku.or.jp/khp/pharmacy/



シートの構成内容

1. 痛みの評価方法

2. 痛みおよび鎮痛薬の評価

3. 副作用の状況

4. その他（自由記載欄）



痛みの評価方法は

NRS数値評価スケールに統一



疼痛の評価

（持続痛・突出痛）

鎮痛薬の薬効評価

（NSAIDs、鎮痛補助薬含む）

使用中の薬剤の

副作用モニタリング

（CTCAE または自由記載）



がん化学療法では分子標的薬、免疫チェックポイント

阻害剤など薬剤が多岐に渡るため、副作用モニタリング

は非常に煩雑であると思われます。

しかし、今回作成したフォローアップシートを使用す

ることで、使用薬剤や各患者に応じたフォローアップシ

ートを簡便に作成することができると思われます。



治療方針や使用薬剤に応じたフォローアップシートの

作成は薬剤師の腕の見せ所だと思います。

京都府病院薬剤師会作成のフォローアップシートが、

がん化学療法施行患者様ならびに保険薬局の先生方の

一助になれば幸いです。

今後ともよろしくお願いします。


